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　　　辱・6．議事要旨

　　　　　（1）前回議事要旨　　　　‘

　　　　　　一前回議事要旨案が吉識委眞の発言内容について一部修正の’

／　　　　　　うえ承認された。・

　　　　　（2）委負長あいさつ

　　　　　　　二二長から鞭のあいさつ騨δつた6一∫

●　（3）㈱躯鞭徳論発語霞嬬予箕品品　　’一

一・ @篠博三二蘭二項葦から鰭予鰹の醸咋
　　　　　　ついて三明があった後以下の発吉があった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　醜：宇讐捌響采肋予算越熱心鞠27雌円鮒し

　　　　　　．て／8♂劇余と御たζと即いての融酸し吟逸

　　　　　　　鴫理線と懇談し雄、麟藩長の意向として鎌もざ

　　　　　　．るこ松がら瀬面恥二三来るだけ多肪翻発を．

　　　　　　二を進めるため二面で励うζのこ止であった・その意一

　●－　　　味でET3－H型の予算等が復活折衝で得られたことは幸

　　　　　　　いだった・「方技術帳入や騰の記入については1矧が

　　　　　　　免除されるよう努力しておつ、昭和46年度からゐ繰越し・　　，

　　　　　　∫金もある状態なのでζのような条件を考慮すると、’昭和47

　　　　　　　年度において、資金面での行きづまりが生ずることはない

　　　　　　　だうう6．したがってギ宇宙開発事莱団に開レ・資金面では

　　　　，　この．予算案たよ？て4月以降に宇宙嗣発計画の改定の挙要

／

　　が生じるどは考えていない。

　　気象龍につ姶て・’気象庁の予簸求額5億円燃し、政

　　府予算案は2億円となった。この金額の決定に伴い、気象●

　　庁では、三和4：8年度から宇宙囲発爾莱団へその作采を移

　　　溢して欲しい旨の意向を示しており、一方、科学技術庁の

　　内局予算として約／900万円の実用衛星開発計画の調奮

　　委託費が認められた。との委託磁をもとに、わが周におけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　る無象衛畢の囲発の進め方について韓紅を行ないたい・

　　　気家1鰹について嫉G想靖禰の実施のために打上

　　げを要請されている。　．　　唱・”　　　丁

　　アメリカ2獣㌘ンス繊月本細と吻担のうちY．

　　　フラ『ジスが自国打上げ分をESROへ移管することを昨年

　　　　　　　　　　　　　一・　一　　’　　　　　　　・∂

　　欄♪認めrれた・飾皇曝幽・’ESR期㌃
　　上げ輝いて・綿との嚇（よ硯＆ナを｛噂す為r

　　　ととしている。日本としても、冷後ごめよう鋤向をみつ

　　マアジアψ搬耀を心臓鈎う噸噌綿
　　、力を考えるか等についても検討していく必要があると考え’

　　ている。

曽梅沢：山繭47年度において計両の見直しをする際には、．出来

　　一る脚長期の計画観通すとξもに来年以降の強にρい

　．ても配慮し、て欲しい。　一　　　一　．
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　　山県：そめζうに努力するつもりだ。　　　　　、

　　嗣島：すでに日本も52年以降ゐ実用衛星の利用をもり・こんだ計

　　　　三ついてρ囎を適なければ吋加段階に思いるの

　　　　ではないかと思う。今回の政府予算案は宇宙囲発のための重

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　◎）
　　　　要項目が殆んど全て顔を出しているとv『う意味で・金額こぞ

　　　　多ぐは旧いが、削向きな予算だと思うっまた、日本の宇笛嚇

●　　　発について三民の理解をう・るためのPRに力を入れることが

　　　　必要であ、ると思う。

　　井上：略和4．7年度．は本庁予算どしてテレビ広報のための予算が

　　　　つ唾ので・PRに鞭に力を木糠い・

　　木内挽舐拗れて晒努加湿るカ：IP・R論り三極
　　　　ものにして欲しい6科学技衛に対する函民の理解はまだ十分

　　　　では宏いので、’血糊の轟する愛晦く「醐

　　　　の中味がみんなkわかるように説明をして欲しい6

q鵤三民に科学技術を理解してもらうようにする技徹ど麟

　　　　な技術はない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　　木内：・殺近と）傾向．として科学技術の成果のマイナ冬面が指摘され・’

　　　　ており、これももつども・な点が多いが、プラス面についても．

　　　　理解されるよう堅力する必要があろう16・！　　　．㌧㌃

　　山県：子供のマンガ等には．よく「宇宙⊥が出てくるがこρ「字宙」

’　　　と現在の宇宙開発との連続点がない。

　吉識：科学技術というもφは、掻術をよく知っている人がかみく．

　　　だいて説明すれば解りやすφが、生半可な知識で説明しよう

　　，．とすると一層解りにぐくなるという性格をもつている・

　三国：宇宙謝発三三団の予算では・要求額270億円を／8．0簿

　　何に削られて、これで本当に宇宙囲発計画が実行できるのか

の，とい旗朴鞭問醸ろう。勉の山県委負の説明で飾可
　乙　　　　　　．　　　　．　・　　　・　　．　　　　’髄
　　　能ではない’とのことであったが、今後の国会等でも、予算の

　　　内容や宇憲即発計画の内容、宇宙謝発計画の見直し等につい

　　　ての蜜間が出ると考えられるので、之れらの質問に答えるだ

　　　けでなく、予箕の実行にあたうて十’分な効＝来があがるよう努

　　　力して欲しφ・馳山…　，…　魎．
　山県：陥和46年度における宇憲開発計画の遂行たあたっては、

　　牌嘆聯ら綱搬術の酬に対する厳し岬騨朧
＼づに七ていることでもあり、宇宙開発事菜励では、技術の晦発，

　　　について米国への過度の依存を避け早く自立出来るよう努力

　　　七なければなら姦い。この様な点も考えると46年度ゐ宇宙

　　　囲発事架団予算の実質規模である／50億円を使い切ること

　　　はなかなかむずかしいであろう。
　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　ま　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　木丙：L米国からの．技術導入については臼米の交瑛公文があるのだ…

　　　から、これに基づく技術導入を奨励すればよφという意見が

　　　あるがどう。か。　　　　，　　　　　　　　　　，
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　　　山県r三三では、日米交換公文に藁つく技術の輔出について．も・

　　　　　その纏結時あ！968年までの三三に映っておりそれ以峰に　・

　　　　　娘諏敏良型ソーデルタの技伽輸出に対してぱ言亟めて

　　　　　強い畦屯を示している。、　　　　　・

　　　　　事細としてほ、可能四界㈱いてこれを識入しさらに・．

　　　　　日不の技傭で補足するという方針を決め、着異に進めつつあ
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